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論文内容要旨
 一般に岩礁海岸にみられる潮間帯附着生物が示す顕著な帯状構造は潮上帯から亜潮間帯に至る濃
 境条件に応じて,構成種が固有の垂直分布域を占めることによって形成されると考えられてきた。
 一方,帯状構造の構成種間に附着面と食物に対する競争のあること,帯と帯との境界は種問競争
 の結果であることがこれまでにも指摘されてきた。しかし,それを裏づける明確な証拠はいまだに
 一与えられていない。
 また,潮間帯附着生物群集にむける生態還移が知られている。これは帯状構造の構成種が時の経
 過に伴って変化することを意味し,帯状構造が動的構造であることを示している。しかし,遷移の
 研究そのものは帯状構造との関連づけの下に行われたものではないし,帯状構造の研究に嬬この
 点に対する考慮がほとんどなされていない。
 そこで,本研究では,帯状構造を,その形成過程特に生物相互の関係の解析を通して考察しよう
 と試みた。
 王松島湾の外洋部では,潮上帯から順にイワフジツボ,マガキ,イガイ類の各帯で構成される帯
 状構造が見られる。しかし,平らな崖に獄《ては,イガイ類帯は一層をなしているがンマガキ帯
 とイワフジツボ帯はイガイ類帯の上下にわかれて二層をなしていることはその成因を環境勾配だ
 けに求めることの困難であることを示している。ところが,いまイガイ類をと頚除いてみるとそ
 の下からマガキとイワフジツボの死殻が現れ,更に,マガキ殻の下面からはイワフジツボの死殻
 が見出される。すなわち,イワフジツボ帯は元来ひと続きのものであり,マガキ帯,イガイ類帯
 の形成によ匂二分されたものと、思われる。マガキ帯もイガイ類によわ二分されたものであろう。
 従って帯状構造形成に被覆が重要な役割を演じていると考えられる。
 狂松島湾外洋部の,潮位,波当りの等しい狭い範囲内で,北向の砂岩壁にイワフジツボ帯,ヒジ
 キ帯,ムラサキイガイ帯からなる帯状構造がン花崗岩上にイワフジツボ帯,ムラサキイガイ帯か
 らなる帯状構造が見出される。一見花崗岩がヒジキ附着の基底として不適当であるかのように
 思われるが,ムラサキイガイをとり除いてみると花嵐岩上にもヒジキの仮根帯が見出される。夏
 期の干潮時に設ける岩面の湿潤部分の上限とヒジキ帯の位置とはよく一致する。この位置が北向
 の砂岩壁では花崗岩壁にくらべて高くムラサキイガイ帯の上限より更に上にあたる。花崗岩上で
 は,ムラサキイガイ帯中にあたるから,ムラサキイガイに被覆されてしまっていたのである。こ
 の例からも明らかなように,帯状構造は,構成種の濃境依存の特質と被覆現象との複合の結果と
 いえよう。
 皿(1)被覆現象が帯状構造形成に重要な意義をもつと考えられるので,人工的に裸地をつくり帯
 状構造の形成過程を観察しそれを確めようとした。1956年5月に行った裸地化実験の結果,裸
 地にはまずイワフジツボが附着しついでその上にマガキが附着し,翌年にな珍ムラサキイ
 ガイが附着し先住者を被覆することを認めた。断たに形成されたイワフジツボ帯,マガキ帯は
 いずれもひと続きで,その錘直分布巾は,裸地化以前にくらべて広く著るしく下方へ拡がって
 いる。一般に被覆された種の再附着は妨げられる。イワフジツボはムラサキイガイ帯の上端附
 近でのみその織上に再附養することがある。マガキはムラサィイガイ部にはほとんど再附清し
 攻い。
 (2)ムラサキイガイの附着が裸地化の翌年まで蔚こらないことは淀目に価する。ムラサキイガ
 イの下から現れたマガキを残した区と,裸地段を並べてつくっておくと(1956年5月),前者は「
 間もなくムラサキイガイに覆われるが,後者は,イワフジツボ,マガキの附着過程を経て次の
 年ムラサキイガイに覆われる。ムラサキイガイが附落するためにはある条件を備えた基底が必
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 要なように思われナこの点で,マガキはイワフジツボに優ると考えられる。しかし,このよう
 な関係は環境条件によ力変化することがある。ピリヒバもマガキと同様に,平均海面上ではム
 ラサキイガイの附着に有利な足がかりとなる。しかし,平均海面下ではむしろ逆でムラサキイ
 ガイはピリヒバ群叢より裸地によぐ附着する。
 (3)裸地化実験から更につぎのことが明らかになった。イワフジツボ帯ムラサキイガイ帯から
 なる帯状構造のみられる所で,1956年5月に裸地化した区にイワフジツボの附着が認められた。
 12月裸地化区にはチシマフジツボが附着した。チシマフジツボの分布上限はイワフジツボのそ
 れより低く,1957年5月にチシマフジッボ帯の上にせまいイワフジツボ帯が形成された。この
 ときイワフジツボは融年に附薄したイワフジツボの上にもチシマ7ジツボの上にも附着しない。
 被覆を伴わず先住者が後から寿こる附着を妨げる現象である。その後,両極ともマガキ、ムラサ
 キイガイに被覆された。
 W帯状構造形成過程における被覆現象の一般性を確めるために松島湾のいぐつかの地、点で裸地化
 実験を行った。内湾部に見られるマガキ帯だけからなる帯状構造は,マガキの附着だけによって
 再形成される。イワフジツボ帯,シ・スジ7ジツボ帯からなる帯状構造はフそれぞれのフジツボ
 の附着により形成され,それ以上の変化はむこらない。水道部のイワフジツボ帯とマガキ帯とか
 らなる帯状構造は,イワフジツボの附蒲とそれに続ぐマガキの附着被覆により形成される。外洋
 部ではこれにイガイ類の附着被覆が加わり,イワフジツボ,マガキ,イガイ類の帯からなる帯状
 構造が形成される。一般に帯状構造形成にあずかる種の分布域が重なれば,そこでは被覆が一定
 の順序(例えば,イワフジツボづマガキリイガイ類)でかこる。
 V生活様式のよく似たムラサキインコとムラサキイガイとの閥にも被覆関係が認められる。ムラ
 サキインコ帯の下部はムラサキイガイに被覆されている。ムラサキイガイはムラサキインコ綾上
 に附着するがンムラサキインコはムラサキイガイにとって良好な基底とはいい難い。
 W浅虫附近の岩礁海岸をその受ける波動の強さから5つの部分にわけることができる。診の冷の
 の部分には,下記のように独特な帯状構造が存在する。
 曾)波当りの弱いところ;イワフジツボ帯と無節石灰藻帯とからなる帯状構造
 (・)波当りのやや弱いところ;イワフジツボ帯,時にヤツコヵンザシ帯を伴うホンダワラ帯,無
 節石灰紅藻帯からなる帯状構造
 @波当りの強さ中等度;イワフジツボ帯,ムラサキイガイ帯,ホンダワラ帯,無節石灰紅藻帯
 からなる帯状構造
 ←)波当りのやや強いところ;イワフジツボ帯,ムラサキイガイ帯,ピリヒバ帯,無節石灰紅藻
 帯からなる帯状構造
 ㈱波当りの強いところ;イワフジツボ帯,ムラサキイガイ帯,無節石灰紅藻帯からなる帯状構
造
 これら5部分のすべてで裸地化実験を試みたところ,すべてに共通にまずイワフジツボ帯と無
 節石灰紅藻帯とが形成された。曾)ではこれらの帯がそのまま残り,(・しのではイワフジツボ帯の
 下部から無節石灰紅藻帯にかけて,ホンダワラ帯の形成がおこる。内では更に,ホンダワラ帯の
 上部がムラサキイガイに被覆される。←1で嬬ピリヒバ帯の形成とそれに続くムラサキイガイ帯
 の形成が認められ,困ではユナ帯が形成され,続いてムラサキイガイの附着被覆が沿こる。
 これらの過程は松島湾で得られた結果と原理的には一致したものである。
 被覆が帯状構造形成に重要な意義をもつことは松島湾の場合と同様で,特にムラサキイガイの.
 被覆は帯状構造に大きな影響を与える。又,被覆とは関係左ぐ先住者が後から附着すべき種の着
 生を妨げるという関係が海藻間に見出された。
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 更に別な種間関係が知られた。イワ7ジツポと無節石灰紅藻との分布域が重複する部分では,
 被覆現象は見られない。しかし,イワフジツボが脱落したあとを無節石灰紅藻が占め,イワフジ
 ツボのそこへの再附着が不可能とな鱈イワフジツボづ無節石灰紅藻の変化が齢こる。同様な現
 象は,海藻群落に誇いて一年生藻から多年生藻への変化が進む場合などに認められる。
 これまでに観察された種関関係属従来のいわゆる附着面に対する競争の内容をなすものであり,
 その結果むこる一連の帯状構造構成種の変化が遷移と呼ばれてきたものと考えられる。
 従って,帯状構造は,その形成に関一与する種の濃境に応じた分布と,それらの種の分布範囲の
 互に重複した部分で起る種間関係の複合した結果といえよう。
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論文審査要旨
 星合孝男提出の学位論文は潮間帯附着生物群集の生態学的研究と題する英文6輩から成診たつて
 いる。一般に岩礁海燦には潮上帯から亜潮間帯にかけて,いわゆる潮間帯附着生物群集がみられ・
 それを構成する種類が垂直的にみごとな帯状構造をもつて附着している。
 この帯状構造は構成する各種類がそれぞれ環境の傾斜的変化に応じて分布域を占めるために沿こ
 ると考えられてきた。一方これら構成種悶には相互に競争があり,それによって帯状構造がより明
 瞭になると考えられてきたが十分な証拠はなかった。また,附藩生物群集の形成には生態遷移のあ
 ることが指摘されてはいたが,それは帯状構造との関連に寿いで追究されたものではなかった。
 星合はこれらを統一的に吟味し,潮間帯附着生物群集の帯状構造をその形成過程,特に生物相互
 の関係の解析を通して考察した。
 例えば・松島湾の外洋部では潮上帯から順にイワフジツボ・マガキ・イガ,イ類が明瞭な帯状構造
 をつくっているが,いまイガイをとりのぞくとその下にイワフジツボとマガキの死殻があらわれ,
 更にマガキ殻を除ぐと,イワフジツボの層があらわれる。従ってみかけ上・上部からイワフジツボ'
 マガキ,イガイの帯状構造をもつが,実際のイワフジツボの附着帯はみかけの帯よ匂も広く,マガ
 キも同様であること,従ってみかけ上の帯状構造にはイワフジツボの基層に部分的にマガキ,更に
 っyいてイガイの被覆現象がはたらいていることがみとめられる。
 このような帯状構造は少なくとも東北地方の波当参の強い岩壁には典型的にみられる安定した構
 造であるが,波当りの強弱によって,この帯状構造は必ずしも一様ではなくかな匂変化があるが,
 どの場合にも被覆現象が認められる。一般的に潮間帯附着生物群集の帯状構造は構成種の環境依存
 の特質と被覆現象の複合としてあらわれるといえる。
 星合はつ父いて人為的に附着生物を取り除き,新たに生物が附着し,ついに型的な安定した帯状
 構造をつくるまでの遷移の経過を追究した。さきにのべた型的な帯状構造の場合,裸地化すると,
 按ずイワフジツボが一様に附着し,ついで部分的にマガキ帯がそれを被覆して形成され,更に一部
 にイガイが被覆して附落し,こうして以前と同じ型的な帯状構造をつぐりあげる。この際,被覆さ
 れた種類の再附着は寿こらない。な諭環境のちがいによる種々の型の帯状構造も,裸地化実験の結
 果,基本的には同様に被覆現象を伴って再形成されることをたしかめたが,注目すべきことは,裸
 地化の時期により,又種々の型により遷移の過程にそれぞれ特徴をもつことである。
 要するに,附藩生物群集ρ帯状構造は,形成に関.与する種類が環境に応じて分布すること,それ
 らの附着範囲が重複する部分で被覆現象がおこること,更にそれらが一定の遷移を経て安定した相
 に達することによって形成されることを適確にとらえたことは重要なことであり,群集生態学の上
 で貢献するところが多い。
 参考論文は5篇で,その中3篇は主論文と同様附着生物に関するもの,他の2篇のうち1篇は南
 極洋にかけるプランクトン氷の中にみられる珪藻類に関する生態学的解析で,他のi篇は游泳性の
 イカリナマコについての生態観察で何れも注目すべき知見を得ている。
 以上,審査員等は星合孝男提出の論文は博士学位論文として合格と認定した。
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